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　リオデジャネイロ五輪バドミントン女子シングルスで奥原
希
の ぞ み

望さんが銅メダルを獲得し初めて帰郷した８月29日、市や
奥原希望さんを応援する会が主催しパレードなどを行いました。
　奥原さんはパレードの前に母校の南小学校で開かれた「お
めでとうの会」に出席。児童や保護者など約450人に迎えられ、
手作りのお祝いメダルが贈られると大きな拍手に包まれました。
　市街地中央通りで開いた祝賀パレードには、市民など約１万
2000人がオープンカーに乗る奥原さんに手を振り喝采を送り
ました。観客はお手製のプラカードで感謝を伝えたり、市出身
者初のメダリストをカメラに収めたりしながら祝福しました。
　文化会館での「お祝いする会」には約700人が詰め掛け、牛
越市長が特別栄誉賞を贈呈すると会場から「おめでとう」と大き
な声援が送られました。（関連記事は２～３ページに掲載）

奥原希望さんを
１万2000人が祝福

主な内容
❷　リオ五輪銅メダル・奥原希望さん　祝賀パレード
❹　北アルプス国際芸医術祭2017～信濃大町 食とアートの廻廊～
❺　募集　地震体験車による巡回指導
❻　高齢者と中学３年生・高校３年生インフルエンザ予防接種
❼　乳児のＢ型肝炎予防接種が定期接種に
❽　第33回大町アルプスマラソンに伴う交通規制
❾　観光情報　ぐるっとそば処　スタンプラリー
�　催し　ライチョウサミット10月15日開催
�　氷見市・立川市　姉妹都市だより
�　信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌
�　生涯学習
�　情報ステーション
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奥原希望さん祝賀パレードに市民が歓喜
リオ五輪銅メダル

市街地中央通りには約１万2000人が詰め掛け奥原希望さんとご両親を祝福

出身の仁科台中学校の生徒も先輩に手を振る

銅メダルを祝した万歳三唱にきらびやかなリボンが舞った

市内４小学校の鼓笛隊がパレードを盛り上げた お祝いする会には市民など700人が参加

駅前にも大勢が詰め掛け、セレモニーでは花束が贈られた

功績をたたえ、
２度目の特別栄誉賞と記念の盾が贈られた

母校・南小学校の「おめでとうの会」に奥原さん
が登場、児童は銅メダルに触れ一緒に喜んだ
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北アルプス国際芸術祭 2017
～信濃大町  食とアートの廻廊～

アーティスト イン レジデンス

■問い合わせ　北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内）  ℡ 市 内線536
 公式ホームページ  http://shinano-omachi.jp 検索北アルプス国際芸術祭

■問い合わせ　信濃大町アーティスト・イン・レジデンス推進協議会事務局（まちづくり交流課芸術文化振興係内）　℡ 市 内線53７
 公式ホームページ  http://shinano-omachi.jp/asahi-air 検索信濃大町 あさひAIR

　秋の気配が感じられる国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）において、芸術祭のプレイベント
として、アート作品の展示とワークショップを開催します。詳しくはホームページをご覧ください。

10月１日（土）～16日（日）  「風の大運動会2016秋」
国営アルプスあづみの公園（大町・松川地区）「アルプス大草原」

　“空気や風”をモチーフに、誰でも参加でき、楽しめ
る空間や場所を提案するプロジェクト「気流部」から、
アーティストの森野晋次さんをお迎えして、インスタ
レーション（体験型アート）の展示と、ワークショップ
を開催します。大きさ3.5mのバルーンをみんなで膨
らまして転がす「気流魂～キリュウダマ」と、プロペラに絵を描いて飾る「風のリレー」のワークショップは、子
どもたちも楽しめます。 ［ワークショップ開催：１日（土）・２日（日）］

その他プロモーションイベント

10月９日（日）・10日（月） 開催  「猿楽祭2016  代官山フェスティバル」  東京・代官山ヒルサイドテラス
10月22日（土） 開催  「北アルプスの麓 信濃大町 生活を満たすアート」  東京・銀座NAGANO

北アルプス国際芸術祭 プレイベント

　市内滞在型のアーティスト支援事業「信濃大町アーティスト・イン・レジ
デンス事業」において、本年度滞在するアーティストが決定しました。募集
には、世界 41カ国から103 組の応募があり、その中でも信濃大町の人々
と交流し、地域資源を生かしたアート作品を制作してくれるであろう４人の
アーティストが選ばれました。

▶アナンダ・サーン（オランダ出身、テキスト・写真・映像）
▶エリー・キョンラン・ホ（韓国出身、映像）　▶水谷  一（日本出身、絵画）
▶マリナ・ガスパーニ（イタリア出身、糸・織物・立体造形）

　本年度のあさひAIRの制作テーマは「時・水・稲作」です。滞在期間
は11月23日までを予定し、それまでの期間で成果発表会を開催します。

滞在アーティストを決定

旭町にある「旧旭町教員住宅」をリノ
ベーションし、アーティストたちの大
町市での制作拠点とすることで、制作
活動を応援し、地域の皆さんとの交流
や、全国に「信濃大町」を広く発信し、
交流人口の増加を目指す事業です。

信濃大町
アーティスト・イン・レジデンス事業とは？

左から：アナンダ・サーンさん、エリー・キョンラン・
ホさん、水谷  一 さん、マリナ・ガスパーニさん

※写真はイメージです
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こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

地
震
体
験
車
に
よ
る
巡
回
指
導

募
集

「
大
き
な
地
震
が
発
生
！
」

そ
の
瞬
間
、あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　
東
日
本
大
震
災
や
神
城
断
層
地

震
の
教
訓
か
ら
、
地
域
の
防
災
力

を
強
化
す
る
に
は
、
体
験
・
実
感

で
き
る
防
災
啓
発
が
効
果
的
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

で
は
、
従
来
か
ら
の
防
災
講
演
会

な
ど
に
加
え
、
地
震
の
揺
れ
を
リ

ア
ル
に
再
現
で
き
る
地
震
体
験
車

を
活
用
し
た
巡
回
指
導
を
実
施
し

ま
す
。

　
地
震
体
験
車
は
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な

ど
実
際
に
発
生
し
た
地
震
や
、
今

後
予
想
さ
れ
る
地
震
を
体
験
で
き

ま
す
。

　
多
く
の
人
に
地
震
に
よ
る
揺
れ

の
怖
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
災
害
を
身
近
に
感
じ
、
地
震

へ
の
備
え
や
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
治
会
や
事
業
所
な

ど
団
体
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
実
施
期
間
　
11
月
９
日（
水
）～

18
日（
金
）

■
申
し
込
み
　
10
月
17
日（
月
）～

26
日（
水
）ま
で
に
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
大
町
消
防
署
へ
。

※
申
請
書
は
大
町
消
防
署
ま
た
は

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
」で
検
索
）か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

■
そ
の
他
　
希
望
日
が
重
複
す
る

場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

℡
２
２
・
０
１
１
９

FAX
２
２
・
０
１
４
３

　
大
き
な
感
動
を
残
し
て
閉
幕

し
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。大
町
市
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
・
奥
原
希の
ぞ
み望

さ
ん
が
見
事
、

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

希
望
さ
ん
が
夢
に
描
い
て
取
り
組

ん
で
き
た
願
い
が
一
つ
実
現
し
ま

し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
に
深
い
感
動

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
文

化
会
館
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
を
通
じ
て
リ
オ
に
送
ら
れ

た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
声

援
が
希
望
さ
ん
の
大
活
躍
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
応
援
に
行
っ

た
現
地
で
も
、
希
望
さ
ん
は
「
故

郷
の
皆
さ
ん
の
応
援
が
と
て
も
力

に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
帰
国
後
も
、
希
望
さ
ん
は
い
く

つ
も
の
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
、
も
っ

と
大
き
な
夢
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
も
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
す
。
希
望
さ
ん
は
気
持
を
切

り
替
え
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て

進
み
始
め
て
い
ま
す
。
大
町
で
の

祝
賀
パ
レ
ー
ド
の
翌
日
、
県
庁
で
、

阿
部
知
事
か
ら
の
「
も
う
一
試
合

や
り
た
か
っ
た
の
で
は
？
」
と
の

質
問
に
、「
東
京
に
向
け
て
は
い
い

終
わ
り
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
、
前
向
き
に
話
し
た
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
希
望
さ
ん
な
ら
で
は

の
心
に
染
み
る
言
葉
で
す
。

　
希
望
さ
ん
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

前
に
、
ご
自
分
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
多

く
の
皆
さ
ん
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

知
っ
て
も
ら
い
、
好
き
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
希
望
さ
ん
の
大
活
躍
で
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
に

大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
通
じ
て

い
っ
そ
う
地
域
の
元
気
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

リオの試合会場で希望さんと

県庁でのスポーツ特別栄誉賞授与式

奥原さん家族と銅メダル獲得を喜ぶ

【第85回】
奥原希望さん大活躍

大町市長　牛越徹
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市町村 医療機関名 電話番号 高齢者 15歳・18歳 予約

大
町
市

大町総合病院 ２２－０４１５ ○ ○ 要
大町市国民健康保険八坂診療所 ２６－２８１４ ○ ○ 要
大町市国民健康保険美麻診療所 ２９－２０１５ ○ ○ 要
石曽根医院 ２２－０１４２ ○ ○ 要
伊東医院 ２２－００７７ ○ ○ 要
遠藤内科医院 ２２－００３１ ○ ○ 要
小野医院 ２２－００４７ ○ ○ 要
大町協立診療所 ２６－５２００ ○ ○ 要
柿下クリニック ２１－１２３０ ○ ○ 要※3

かさぎ皮ふ科 ２３－７７２３ ○※1 × 要
加藤診療所 ２２－０９８９ ○ ○ 要
狩谷整形外科医院 ２２－７７８８ ○ ○ 要
菊地クリニック ２１－２５８０ ○ ○ 要
栗林医院 ２２－０３０５ ○ ○ 要
中澤医院 ２２－０２５２ ○ ○ 要
永井眼科医院 ２２－１５５５ ○※1 ○ 要
新津内科医院 ２２－２７５８ ○ ○ 要
野村クリニック ８５－００８５ ○ ○ 不要
平林医院 ２２－２５２５ ○ ○ 要
平林耳鼻咽喉科医院 ２６－３０３０ ○ ○ 不要
松林医院 ２２－５８００ ○ ○ 要
横澤内科医院 ２２－０３７１ ○ ○ 要

市町村 医療機関名 電話番号 高齢者 15歳・18歳 予約

池
田
町

北アルプス医療センター  あづみ病院 ６２－３１６６ ○ ○ 要
太田医院 ６２－１０１０ ○ ○ 要
はーぶの里診療所 ６２－０２１０ ○ ○ 要
平林メンタルクリニック ６１－１５７７ ○ ○ 要

松
川
村

岡村眼科医院 ６２－６６６０ ○ ○ 要
近藤医院 ６２－９１８７ ○ ○ 要
西森整形外科 ６１－１７００ ○ ○※2 要
松本クリニック ６１－５１５１ ○ × 要
みどりクリニック ６２－５２２５ ○ ○ 要
吉村医院 ６１－５６６６ ○ ○ 不要
若林医院 ６２－２１０５ ○ ○ 要

白
馬
村

北アルプス医療センター  白馬診療所 ７５－４１２３ ○ × 要
神城醫院 ７５－７０５０ ○ ○ 要
栗田医院 ７２－２４２８ ○ ○ 不要
公済堂北沢医院 ７２－２０１３ ○ ○ 要※3

しんたにクリニック ７５－４１７７ ○ ○ 要
横沢医院 ７２－２００８ ○ ○ 要

小
谷
村

小谷村国民健康保険
小谷村診療所 ８２－２０４４ ○ ○ 要

※１　かかりつけ患者のみ　※２　11月から実施
※３　15歳・18歳は予約不要

【表１】インフルエンザ予防接種実施医療機関

　市では、市内にお住まいの高齢者と主に中学３年生、高校３年生の15歳および18歳に達する皆
さんを対象に、インフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。
　あらかじめ予防接種をすることで、インフルエンザの発病、重症化を防ぐのに有効といわれて
いますので、この機会に受けましょう。
■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線２３－４４００

高齢者インフルエンザ予防接種
　インフルエンザ予防接種を希望する人は、市役
所本庁舎、中央保健センター、市八坂・美麻支所、
医療機関などにある「インフルエンザと予防接種に
ついて」の説明書を読んだ上、直接、実施医療機関
にお申し込みください。
■対象者

▽接種時に満65歳以上の人

▽ 満60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器
に重い病気がある人（身体障害者手帳１級または１
級相当の人）
■期間　10月１日（土）～平成29年１月31日（火）
■助成対象回数　１回
■費用　個人負担額は1,000円（接種時に医療機関
にお支払いください）
※生活保護を受けている人は無料です。
■持ち物　健康保険証、個人負担額
■実施医療機関　【表１】の「高齢者」欄の実施医療
機関で接種してください。かかりつけ医が実施医
療機関以外の人は、かかりつけ医と相談の上、実
施医療機関で接種してください。
※やむを得ず実施医療機関以外で接種する場合は、
事前に中央保健センターにご連絡ください。連絡
せずに接種した場合は、助成対象になりません。

中学３年生・高校３年生の
インフルエンザ予防接種

　15歳および18歳に達する人のインフ
ルエンザ予防接種費用の一部を助成しま
す。対象者には通知と予診票を送付しま
す。インフルエンザ予防接種を希望する
人は、直接、実施医療機関にお申し込み
ください。
■対象者

▽平成13年４月２日～
　平成14年４月１日生まれの人

▽平成10年４月２日～
　平成11年４月１日生まれの人
■期間　10月1日（土）～平成29年1月31
日（火）
■助成対象回数　１回
■費用　個人負担額は1,000円（接種時に
医療機関にお支払いください）
■持ち物　健康保険証、個人負担額、予
診票
■実施医療機関　【表１】の「15歳・18歳」
欄の実施医療機関で接種してください。
※実施医療機関以外で接種した場合は、
全額個人負担になります。

高齢者と中学３年生・高校３年生の
インフルエンザ予防接種
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■問い合わせ　大町市観光協会　℡２２－０１９０

【表２】Ｂ型肝炎予防接種実施医療機関

　任意接種であった乳児のＢ型肝炎予防接種が、10月１日から定期接種になりました。予
防接種の対象者には通知でお知らせします。
　過去の接種歴によっては、接種できない場合があります。接種前にかかりつけ医または中
央保健センターにご相談ください。
■問い合わせ　中央保健センター
　℡・有線２３－４４００

小熊山紅葉トレッキング
10月23日日　小雨決行
鹿島槍が目の前に迫る小熊山をトレッキング！
■行程　鹿島槍スポーツヴィレッジ駐車場集
合・受付8：30～9：00→小熊山トレッキング
コース→木崎湖展望地（昼食・折り返し）→ラー
バン中綱解散14：30　※歩行距離約９㎞
■対象・定員　小学生以上の人　先着180人
■費用　中学生以上1,000円、小学生500円（保
険料含む）
■持ち物　昼食、飲み物、雨具、防寒具、マイ
カップなど
■申し込み　10月18日（火）までに、電話また
は直接、大町市観光協会へ。

鷹狩山・霊松寺紅葉トレッキング
10月30日日　小雨決行
ガイドの説明を聞きながら、鷹狩山からの
パノラマと紅葉の霊松寺を堪能！
■行程　山岳博物館前集合・受付8：00～8：
30→鷹狩山（昼食）→霊松寺（見学）→山岳博
物館解散14：30　※歩行距離約９㎞
■対象・定員　小学生以上の人　先着60人
■費用　中学生以上1,000円、小学生500
円（保険料含む）
■持ち物　昼食、飲み物、雨具、防寒具、マ
イカップなど
■申し込み　10月25日（火）までに、電話
または直接、大町市観光協会へ。

■対象　市内にお住まいで、平成28年４月
１日以降に生まれた１歳未満の乳児
■接種回数　３回
※過去の接種歴により異なる場合があります。
※母子感染予防のため、出生後医療保険で
Ｂ型肝炎予防接種の接種を受けた人は定期
接種の対象になりません。
■費用　無料
※対象年齢を超えると有料です
■実施医療機関　【表２】の実施医療機関で
接種してください。※やむを得ず実施医療
機関以外で接種する場合は、事前に中央保
健センターに連絡の上、所定の手続きをし
てください。手続きを行わずに接種した場
合は、公費の対象になりません。

市町村 医療機関名 電話番号 予約

大
町
市

大町総合病院 ２２－０４１５ 要

柿下クリニック ２１－１２３０ 要

菊地クリニック ２１－２５８０ 要

野村クリニック ８５－００８５ 不要

横澤内科医院 ２２－０３７１ 要

池
田
町

北アルプス医療センター  あづみ病院 ６２－３１６６ 要

はーぶの里診療所 ６２－０２１０ 要

平林メンタルクリニック ６１－１５７７ 要

松
川
村

吉村医院 ６１－５６６６ 要

白
馬
村

神城醫院 ７５－７０５０ 要

栗田医院 ７２－２４２８ 要

小
谷
村

小谷村国民健康保険
小谷村診療所 ８２－２０４４ 要

乳児のＢ型肝炎予防接種が
定期接種になります

大町の秋を楽しんじゃおう!!家族で！友達と！
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至安曇野IC

「第33回大町アルプスマラソン」に伴う交通規制
　「第33回大町アルプスマラソン」を10月16日（日）に開催します。競技の時間帯にはコースとなる市内
の道路を交通規制します。全国各地からのランナー約3,700人が以下の時間帯に走りますので、ぜひコー
ス沿道で応援をお願いします。コース周辺の皆さんにはご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いします。

■問い合わせ　大町アルプスマラソン実行委員会事務局　℡２２－７６６４　FAX ８５－５７８８

全国から集まったランナーに応援で大町のおもてなしを！

※国道147号・148号などをご利用ください。

※小熊山トレッキングコースは、
通り抜けできません。
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！

スタンプラリー参加店（23店舗）
地区 店名

大
町

仁科町 泉味

仁科町 こばやし

八日町 タカラ食堂

東　町 仁科

九日町 蕎麦処　美寿々

仁科町 松栄屋商店

高見町 小沢製麺所

大黒町 倉科製粉所

平

西　原 野の花

温泉郷 いろり

日向山 日向山茶屋

森 ゆ〜ぷる木崎湖

上　原 わっぱら家

野　口 そば処ふるさと風味高瀬川
常
盤 清　水 そば処　しみず

八
坂

矢　下 明日香荘

大　平 そば処　八坂（体験館）

美
麻

新　行 山品

新　行 ヨコテ家

新　行 古家荘

新　行 麻の館

新　行 美郷

青　具 ぽかぽかランド美麻

ぐるっとそば処　スタンプラリー
10月１日土〜11月30日水

大町市地産地消推進事業

　新そばのおいしい季節を迎えようとしています。市内には自慢のそば
処
どころ

がいっぱいあります。地元のそばを食べ歩いてみませんか。
　期間中にスタンプを集めてご応募いただいた人の中から、抽選で市内
ペア宿泊券やおいしい地場産品をプレゼントします。スタンプ１つから
でも応募できます。

■対象　開催期間中にスタンプラリー参加店でそばメニューを食べた人、
そば製麺類などを購入した人、そば打ち体験をした人

■応募方法　スタンプラリー参加店に備え付けの応募用紙に必要事項を
記入の上、最終のお店に提出してください。
※スタンプは最大５つまで押印できます。

■景品

▽特典１　市内ペア宿泊券　１人（全応募者の中から抽選）

▽特典２　地場産品　50人（スタンプを５つ集めた人の中から抽選）

▽特典３　地場産品　10人（特典１・２の抽選で漏れた人の中から抽選）

■問い合わせ
　市地産地消事業実行委員会事務局
　（農林水産課農業推進支援係内）　℡ 市 内線６３７

10月のイベント予定
期日 イベント名（会場）

１日土 紅葉の高瀬渓谷トレッキング
（湯俣・噴湯丘） ※1

１日土〜２日日 信濃大町秋の味覚祭り
（扇沢駅前広場）

10日月 黒部ダムトレッキング［上級］
河床コース（黒部ダム・黒部渓谷） ※1

10日月〜20日木 新行そば祭り（美麻・新行）

23日日 小熊山紅葉トレッキング
（小熊山トレッキングコース） ※2

下旬〜11月上旬 八坂新そば祭り（八坂）

30日日 鷹狩山・霊松寺紅葉トレッキング
（鷹狩山トレッキングコース） ※2

※1　申し込み締め切り済み

■問い合わせ△

観光課庶務管理係　℡ 市 内線５６１△

大町市観光協会　℡２２−０１９０ ※2
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催 し
　ライチョウ会議大会は、毎年、全国各地の生息地に関係者が集い、ライチョウの保護

を目的にした全国大会です。ことしは10月15日（土）・16日（日）の２日間、大町市で開催します。

　１日目午後のシンポジウムは一般向けで、楽しみながらライチョウや山岳環境について深く知ることができる

内容です。申し込み不要、参加無料です。この機会にぜひご来場ください。

■日時　10月15日土　午後１時～４時30分　

△

開場　午前11時30分　
△

アトラクション　午後０時30分

■会場　文化会館　大ホール

■対象・定員　どなたでも　先着600人

■内容

▽アトラクション　湯澤かよこさん（アーティスト）ミニライブ

▽オープニングセレモニー

▽リレートーク　小林篤さん（東邦大学理学部訪問研究員）、

増澤武弘さん（静岡大学客員教授）、三四六さん（タレント）

▽パネルディスカッション「ライチョウ保護から山岳環境保全を考える」

○コーディネーター／神谷有二さん（㈱山と溪谷社YamakeiOnLine部長）

○パネリスト／中村浩志さん（中村浩志国際鳥類研究所代表理事）、赤沼健至さん（燕山荘代表取締役社長）、

三四六さん（タレント）、牛越徹（市長）

▽松本山雅ＦＣマスコット「ガンズくん」が参加するほか、展示コーナーや物販ブースを開設します。

■その他　１日目午前のエクスカーション（山岳博物館現地見学）、２日目の専門家会議など詳しくは、山岳博

物館ホームページ（「大町山岳博物館」で検索）をご覧ください。

■問い合わせ　ライチョウサミット「第17回ライチョウ会議長野大会実行委員会事務局（山岳博物館内）　℡・有線２２－０２１１

　長野県信濃美術館では、収蔵している作品をよ

り多くの皆さんにご鑑賞いただくため、昭和54

年から県内各地で「移動展」を開催しています。

　今回は、信州を代表する芸術家・菱田春草、菊池契月、小山敬三

の作品をはじめ、信州の四季折々の自然や風物詩を描いた作品をご

紹介します。ぜひご覧ください。

■日時　10月29日（土）～11月６日（日）　午前９時～午後５時

※期間中休館日なし

■会場　ギャラリー・いーずら（いーずら大町特産館　２階）

■費用　大人300円、大学生150円、高校生以下無料

※20人以上の団体割引あり。身体障害者手帳、療育手帳、精神障

害者保健福祉手帳をお持ちの人と、付き添い１人は無料です。

■関連イベント

【オープニングセレモニー】　 ▽日時　10月29日（土）　午前９時

【ギャラリートーク】学芸員が展示作品の解説をします。

▽日時　10月29日（土）　午後１時30分

■問い合わせ　生涯学習課生涯学習･青少年係　℡ 市 内線６２２

ライチョウサミット
「第17回ライチョウ会議長野大会｣
シンポジウム

平成28年度　長野県信濃美術館移動展

湯澤かよこ 三四六

募 集
移動展「美術館協力員」
　移動展の開催期間中に鑑賞サポー
トをしていただける協力員を募集しま
す。来場される人と一緒にじっくり作
品と向き合いながら感想を交換し、よ
り充実した鑑賞体験へと導く案内役で
す。専門知識は必要ありません。
■対象・定員　研修に出席し、開催期
間中１回以上案内役ができる人　先着
10人
■研修

▽日時　10月22日（土）　午後１時30
分～３時

▽会場　ギャラリー・いーずら（いー
ずら大町特産館　２階）
■その他　謝礼、交通費などはありま
せん。あらかじめご了承ください。
■申し込み　10月20日（木）までに、
電話または直接、生涯学習・青少年係へ。
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　東京都のほぼ中央に位置する立川
市。利便性やにぎわいといった都市の
魅力と、やすらぎのある生活環境がバ
ランスよく調和したまちです。

■問い合わせ　立川市地域文化課　℡０４２－５０６－００１２

アートのまち、たちかわ
姉妹都市 立川市をもっと知ろう！

FARET NAVI   （ファーレナビ）

　アートを気軽に楽しめる無料
アプリ。現地まで足を運ばなく
ても作品や作家の情報などが得
られるほか、
動画や音声ガ
イドなども利
用できます。
　10月中旬から
Google Play
またはApp
Storeで ダ ウ
ンロードでき
ます。

ここに
注目！

ファーレ立川アート
　北アルプス国際芸術祭の総合ディレクターも務める北川フラ
ムさんが手掛けたパブリックアート。36カ国92人の作家による
109の作品がまちに溶け込むように配置され、世界的
にも知られています。作品案内やイベント情報など詳
しくは、ホームページをご覧ください。 ＱＲコード

ファーレ立川ってなに？
　「ファーレ立川」は、立川駅北口に1994年に誕生した、デ
パートやオフィスビルなどが立ち並んだ地域です。イタリア語
のFARE（創造する、生み出すの意）に立川の頭文字“T”を付け

「FARET」と名付けられました。

　子どもから大人まで幅広い世代が多彩な踊
りを楽しむ夢の１日！　「1000人大舞踏会」は、
通常入場料が前売り1,000円、当日1,500円で
すが、姉妹都市のある県として長野県民の皆
さんを無料でご招待。お楽しみ抽選会やミキ
シングタイムのほか、フリードリンクコーナー、
軽食コーナーもあります。ぜひご来場ください。
■問い合わせ　氷見市ダンススポーツ連盟
　℡０７６６－９１－６９３０

地元特産品をプレゼント
　氷見市内で宿泊された姉妹都市にお住まい
の人先着500人に、地元特産品をプレゼント
します。
■進呈場所　氷見市観光情報センター（ひみ
番屋街内）　氷見市北大町２５−５
℡０７６６－７４－３５２１
■持ち物　氷見市内で宿泊したことが分かる
領収書と住所の確認できるもの（運転免許証など）

■問い合わせ　氷見市観光交流・若者と女性
　の夢応援課　℡０７６６－７４－８０３６

姉妹都市・立川だより

姉妹都市・氷見だより
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　こんにちは。情報発信担当の
稲澤です。今回は８月１日から
９日間行われた信濃木崎夏期大
学についてレポートします。
　毎年木崎湖の信濃公堂で開か
れているのが、わが国最初の「夏
期大学」です。大正６年に始まり
ことしでなんと100年目を迎え
ました。歴史ある学びの場がこ

んな近くにあるなんて！　大町ってすごい！
　私は８日目の「農山村再生　―新しい姿を展望する―」
を聴講しました。講師は明治大学教授の小田切徳美先生
です。学者らしからぬ（とは失礼かしら）分かりやすく
ユーモアある語り口で、地域の現状や課題について講義
してくださいました。「地方創生をブーム（一過性）で終
わらせず、ムーブメント（社会の流れ）にしていかないと」
というのは、その通りだと感じました。何度か地域おこ
し協力隊の話にもなり、私たちが地方創生の一翼を担う
存在なのだと改めて感じました。
　皆さんは夏期大学に行かれたことはありますか？　市
民は無料ですし、来年の夏ぜひ参加してみてください。

（稲澤そし恵）
■問い合わせ　農林水産課農業振興係　℡ 市 内線６３６

　こんにちは。国際芸術祭担当の小澤です。４月に京都から移住してきて、大町
は本当に美しい環境にあると感じています。写真は爺ヶ岳の頂上です。この時に
撮った写真が担当している北アルプス国際芸術祭のポスターイメージになりまし
た。薄かった雲がみるみる湧き上がり、その感動的な変容を撮りました。普段の
景色も春から秋まで、そして朝から夜まで世界の色が刻々と変わっていき、時折
山々から光が差し込む時は心をつかまれる思いです。湿気の少ない風が心地よく、
こんな環境に居られるだけで幸せを感じます。
　また、水利の巡らせ方が好きで、こんなにきれいな水がいたるところをなみな
みと流れているのを見ると、お湯たっぷりの温泉に漬かっているかのような気持
ちよさを感じ、おいしいお米ができるのも納得です。

　地域おこし協力隊として活動していますが、周りの皆さまに畑で採れたおいしい野菜を何度も頂くな
ど、実際には助けられてばかりです。大町育ちの皆さまの「どこか純粋でいとしい」思いに、自分のでき
ることで少しずつ恩返ししていきたいと思うこのごろです。（小澤貴弘）

協力隊が市内の“イイトコ”を発信しています。

今月の担当は
稲澤そし恵隊員

小澤貴弘隊員
（埼玉県滑川町出身）

「あんじゃねぇ通信」
信濃大町・地域おこし協力隊活動日誌④

100年前の記念写真には大正初期の威
厳あふれる日本人が写る

木崎湖畔の小高い丘に立つ信濃公堂は
落ち着いたたたずまい

参加者は聴講を楽しみに大北地域のみ
ならず全国から集まるおおまちイイトコ探し隊 検索

check!
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活
発
化
と
環
境
整
備
を
目
的
に
、

自
治
会
な
ど
で
管
理
す
る
集
会
所

な
ど
の
施
設
整
備
に
係
る
経
費
に

対
し
て
、
補
助
金
お
よ
び
利
子
補

給
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
る

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
交
付
を
希

望
す
る
自
治
会
な
ど
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
施
設
整
備
と

補
助
内
容

▽
集
会
所
の
新
築
・
全
面
改
築
、

既
設
建
物
の
購
入

経
費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額

：

公
民
館
分
館
は
８
０
０
万
円
、
そ

の
他
の
集
会
施
設
は
４
０
０
万
円
）

▽
集
会
所
の
増
築（
10
㎡
以
上
）・

部
分
改
築
・
大
規
模
修
繕
、
消
防

法
に
よ
る
指
導
が
あ
っ
た
改
善

経
費（
１
０
０
万
円
以
上
）の
３
分
の

１
以
内（
限
度
額
：
３
０
０
万
円
）

▽
集
会
所
の
排
水
設
備
工
事

経
費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額

：

大
町
市
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
入
門
編
）の
受
講
を
修

了
し
た
人
を
対
象
に
、
具
体
的
な

事
例
な
ど
で
よ
り
深
く
学
ん
で
い

た
だ
く
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
10
月
21
日（
金
）、
11
月

17
日（
木
）・
29
日（
火
）　
全
３
回

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
　
市
役
所
東
庁
舎
　
２
階

東
中
会
議
室

■
定
員
　
先
着
20
人

■
持
ち
物
　
入
門
編
の
テ
キ
ス
ト
、

筆
記
用
具

■
申
し
込
み
　
10
月
17
日（
月
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

50
万
円
）

▽
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
地
域
の
施

設
整
備

経
費
の
３
分
の
１
以
内（
限
度
額
：

６
０
０
万
円
）

▽
集
会
所
の
新
築
な
ど
に
伴
う
敷

地
購
入
費

融
資
を
受
け
た
額（
１
０
０
０
万
円

超
の
場
合
は
１
０
０
０
万
円
）の
借

入
期
間（
５
年
超
の
場
合
は
５
年
）

中
の
利
子
補
給（
利
率
４
％
以
内
）

■
申
し
込
み
　
10
月
31
日（
月
）ま

で
に
、
必
要
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送（
当
日
必
着
）
ま

た
は
直
接
、
生
涯
学
習
・
青
少
年

係
へ
。

■
必
要
書
類
　
事
業
計
画
書
、
建

物
の
位
置
図
・
見
取
図
・
平
面
図
・

登
記
簿
謄
本

※
事
業
計
画
書
の
様
式
は
、
生
涯

学
習
・
青
少
年
係
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

介
護
者

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
会

　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
「
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

会
」を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
18
日（
火
）　
午
前

10
時
～
正
午

■
会
場
　
く
ろ
よ
ん
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル

■
定
員
　
先
着
25
人

■
内
容
　
昼
食
会
な
ど

■
費
用
　
１
０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
10
月
14
日（
金
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
北

部
・
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
そ
の
他
　
送
迎
を
希
望
す
る
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
４
１
７

▽
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
０
０
６
２

▽
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
１
・
１
７
０
２

【広告】
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
第
一
中
学
校
の
女
子
生
徒
３
人
は
、
８
月
23
～

25
日
ま
で
福
井
県
鯖
江
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中

学
校
体
育
大
会
体
操
競
技
選
手
権
大
会
に
て
、
女

子
団
体
総
合
の
部
で
２
年
連
続
３
位
な
ど
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
の
は
坂
口
彩
夏
さ
ん（
２
年
）、
原
田

野
乃
花
さ
ん（
２
年
）、
國こ
く

府ふ

方が
た

杏あ

月づ
き

さ
ん（
１
年
）

の
３
人
。
大
会
は
、
跳
馬
、
段
違
い
平
行
棒
、
平

均
台
、
ゆ
か
の
４
種
目
で
個
人
総
合
と
種
目
別
、

段
違
い
平
行
棒
を
除
く
３
種
目
で
団
体
総
合
の
順

位
を
競
い
ま
し
た
。

　
団
体
総
合
は
昨
年
、
県
勢
と
し
て
29
年
ぶ
り
、

中
信
地
区
か
ら
初
出
場
し
て
３
位
に
な
り
、
こ
と

し
も
見
事
３
位
で
２
年
連
続
の
表
彰
台
と
な
り
ま

し
た
。
個
人
で
は
坂
口
さ
ん
が
種
目
別
・
跳
馬
で

１
位
、
個
人
総
合
８
位
に
入
賞
。
國
府
方
さ
ん
が

ゆ
か
で
４
位
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　
９
月
８
日
に
市
役
所

を
訪
れ
、
牛
越
市
長
に

大
会
結
果
を
報
告
。
３

人
は
「
チ
ー
ム
の
た
め

に
演
技
に
臨
ん
だ
。
ミ

ス
が
あ
っ
て
も
み
ん
な

の
声
に
励
ま
さ
れ
自
分

の
演
技
が
で
き
た
。
来

年
も
全
中
で
メ
ダ
ル
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
市
は
８
月
27
日
、
西
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会

場
に
地
震
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
地
震

や
土
砂
災
害
な
ど
の
発
生
に
備
え
、
訓
練
を
通
し

て
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
の
強
化
や
、
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
悪
天
候
の
中
、
市
民
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、

大
町
市
で
震
度
５
強
を
観
測
す
る
地
震
が
発
生
し

た
と
想
定
。
市
の
災
害
対
策
本
部
設
置
、
避
難
勧

告
に
よ
る
住
民
の
避
難
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
会
場
で
は
郵
便
局
に
よ
る
被
災
地
情
報
収
集

訓
練
や
中
部
電
力
に
よ
る
送
電
復
旧
訓
練
の
ほ
か
、

赤
十
字
大
町
市
救
急
員
会
奉
仕
団
や
大
町
消
防
署
、

　
平
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
駒
澤
安
正
会
長
）

は
９
月
３
日
、
平
成
28

年
度
平
地
区
敬
老
会
を

平
公
民
館
・
女
性
未
来

館
ピ
ュ
ア
で
開
催
し
、

地
区
内
75
歳
以
上
の
対

象
者
８
０
８
人
の
う
ち

１
１
４
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
り
ん
ど
う
幼
稚
園
の

園
児
が
敬
老
者
代
表 消

防
団
に
よ
る
救
急
法

の
講
習
や
火
災
時
の
煙

を
再
現
し
た
テ
ン
ト
が

設
け
ら
れ
、
参
加
者
が

実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

水
道
設
置
復
旧
・
給
水

訓
練
で
は
、
市
水
道
事

業
協
同
組
合
な
ど
に
よ

り
、
仮
設
の
水
道
管
の

設
置
や
市
給
水
車
に
よ

る
応
急
給
水
訓
練
が
手

際
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
俵
町
自
主
防
災
会
の
松
田
牧
男
さ
ん
は
「
自
治

会
で
も
訓
練
を
し
て
い
る
。
訓
練
で
住
民
の
意
識
も
高
ま
る

と
思
う
」と
話
し
ま
し
た
。

の
横
川
寛
一
さ
ん
（
89
・
新
郷
）
と
成
澤
孝
子
さ
ん

（
86
・
中
綱
）に
花
束
を
贈
呈
し
、
園
児
代
表
の
９
人

が「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
協
会
平
支
部

か
ら
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
ル
ー
ペ
を
お

祝
い
の
品
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　
駒
澤
会
長
は
「
終
戦
か
ら
71
年
、
若
い
世
代
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
の
も
大
変
な
思
い
で
生
き
て
こ
ら

れ
た
方
々
の
苦
労
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
敬
意
を
表
し

ま
し
た
。

　
祝
宴
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
り
ん
ど
う
幼
稚

園
児
の
鼓
笛
と
歌
、
し
ら
か
ば
保
育
園
・
く
る
み
保

育
園
児
の
遊
戯
や
体
操
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
敬
老

の
ど
自
慢
な
ど
も
あ
り
、
出
席
者
は
笑
顔
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
中
体
操
女
子　
全
中
で
団
体
３
位

個
人
・
種
目
別
跳
馬
１
位

地
震
に
備
え
各
機
関
が
連
携

大
町
市
地
震
総
合
防
災
訓
練

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

平
地
区
敬
老
会
で
長
寿
を
祝
う
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ときめきマイ・シティー

　
社
公
民
館
は
９
月
４
日
、
社
地
区
親
睦
運
動
会
を
開
催
し
、

地
域
住
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
社
地
区
の
運
動
会
は
従
来
の
分
館
対
抗
で
は
な
く
、
住
民

が
自
由
に
集
ま
り
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の
人
ま
で
参
加
で
き

る
簡
単
な
競
技
に
、
自
由
に
参
加
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
競
技
は
、
駆
け
っ
こ
や
綱
引
き
、
大
縄
跳
び
、
玉
入
れ
の

ほ
か
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
じ
ゃ
ん
け
ん
を
取
り
入
れ
た
ゲ
ー

ム
な
ど
も
あ
り
、
出
場
し
た
人
に
は
、
順
位
に
応
じ
て
ボ
ッ

ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
日
用
雑
貨
な
ど
の
賞
品
が
渡
さ
れ
、
受

け
取
っ
た
人
は
嬉
し
そ
う
に
家
族
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

親
子
競
技
も
行
わ
れ
、
園
児
や
保
護
者
の
一
生
懸
命
な
姿
に

大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
降
簱
孝
館

長
は
「
こ
の

運
動
会
の
形

は
他
か
ら
も

問
い
合
わ
せ

が
来
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も

地
域
住
民
の

親
睦
の
場
と

し
て
続
け
て

い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し

た
。

　
華
道
家
・
假
屋
崎

省
吾
さ
ん
と
恋
人
の

聖
地
を
展
開
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性

化
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
信
濃
大
町﹃
恋
華

め
ぐ
り
﹄２
０
１
６
」

が
９
月
21
・
22
日
、

市
内
で
始
ま
り
ま
し

た
。

　
假
屋
崎
さ
ん
は
２

日
間
に
わ
た
り
、
国

営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）、
塩
の
道
ち
ょ
う
じ

や
、
ラ
・
カ
ス
タ 

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
ガ
ー

デ
ン
を
回
り
作
品
を
創
作
。
各
会
場
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
祝
う
と
、
詰
め
掛
け

た
市
民
や
観
光
客
な
ど
が
見
事
な
作
品
を
写
真
に

収
め
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
中
学
生
が
参
加
し
た
花
育
セ
ミ
ナ
ー

や
黒
部
観
光
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
ミ
ニ
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
、
地
域
や
若
者
が
元
気
に
な
る
力
を

花
や
信
濃
大
町
の
自
然
は
持
っ
て
い
る
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
３
会
場
で
創
作
し
た
作
品
は
、
10
月
10
日
ま
で

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
入
園
・
入
館
料
は

必
要
）。

　
山
岳
博
物
館
で
９
月
11
日
、
第
４
回
田
淵
行
男
賞

の
岳
人
賞
を
受
賞
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ
写
真
家
の
高
橋

広
平
さ
ん
と
鳥
類
研
究
家
の
小
林
篤
さ
ん
に
よ
る
対

談
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
山
岳
博
物
館
は
、
平
成
25
年
か
ら
ニ
ホ
ン
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
種
の
保
存
や
自
然
と
人
の
共
生
を
考
え
る

取
り
組
み
を
開
始
。
高
山
環
境
の
さ
ら
な
る
関
心
を

高
め
る
た
め
、
９
月
３
日
か
ら
高
橋
さ
ん
の
写
真
展

を
開
催
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
対
談
「
ラ
イ
チ
ョ
ウ

の
魅
力
に
せ
ま
る
」
を
開
き
、
市
内
外
か
ら
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
対
談
で
髙
橋
さ
ん
は
「
緊

張
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
美
し
く
か
わ

い
い
表
情
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
」、
小
林
さ
ん
は「
山
で

見
掛
け
た
ら
少
し
観
察
し
て

み
る
と
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
気
持

ち
が
分
か
る
」
と
山
で
見
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
し
た
ほ

か
、
里
山
の
維
持
の
必
要
性

や
山
に
ご
み
を
残
さ
な
い
な

ど
注
意
点
を
訴
え
ま
し
た
。

地
域
住
民
が
自
由
に
参
加
し
楽
し
む

社
地
区
親
睦
運
動
会

假
屋
崎
省
吾
×
恋
人
の
聖
地
×
信
濃
大
町　
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
恋
華
め
ぐ
り
」２
０
１
６　
開
幕

山
博
で
写
真
家
と
研
究
家
が
対
談

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
魅
力
を
語
る
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
大
町
・
松
川
地
区
）
で
は
「
秋
の
森

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
中
！
　
後
半
戦
も
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

体
験
や
、
新
規
エ
リ
ア「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森
・
渓
流
エ
リ
ア
」で

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
む
体
験
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
さ
ら
に
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
園
内
の
紅
葉
が

見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　
秋
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
体
験

　「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
」と
は
、
ロ
ー

プ
を
使
わ
な
い
高
さ
で
楽
し
む

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
付
き
、
気
軽
に
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
を
体
験
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
、
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

河
畔
探
勝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
新
規
エ
リ
ア「
河
畔
探
勝
エ
リ
ア
」

に
入
れ
る
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
。
飛
び

石
に
架
か
る
橋
を
渡
り
、乳
川
の
対
岸

へ
。石
切
り
場
跡
、古
堤
防
な
ど
、
見

所
い
っ
ぱ
い
の
約
３
㎞
の
行
程
で
す
。

■
日
時
　
10
月
15
日（
土
）・
16
日

（
日
）　
午
前
10
時
、
午
後
１
時
　

１
日
２
回

■
場
所
　
河
畔
探
勝
エ
リ
ア

■
集
合
場
所
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
各
回
先
着
20
人

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
、
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
」
は

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。
新
規
エ
リ

ア
、「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森
・
渓
流

エ
リ
ア
」で
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
22
日（
土
）・
23
日

（
日
）　
午
前
10
時
、
午
後
１
時
　

１
日
２
回

■
場
所
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森
・

渓
流
エ
リ
ア

■
集
合
場
所
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
各
回
先
着
20
人

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
、
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

紅
葉
た
た
き
染
め

　
紅
葉
し
た
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て
布

を
染
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
５
日（
土
）・
６
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時
　
１
日
２
回

■
場
所
　
レ
ン
タ
ル
棟

■
定
員
　
各
回
先
着
10
人

■
申
し
込
み
　
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
、
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

■
日
時
　
10
月
８
日（
土
）～
10
日

（
月
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

■
対
象
　
小
学
生
以
上

押
し
花
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り

　
押
し
花
に
し
た
花
び
ら
を
樹
脂

（
レ
ジ
ン
）で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
世

界
で
た
っ
た
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
15
日（
土
）・
16
日

（
日
）　
午
前
10
時
、
午
後
１
時
　

１
日
２
回

■
場
所
　
レ
ン
タ
ル
棟

■
定
員
　
各
回
先
着
10
人

■
料
金
　
５
０
０
円

河畔探勝ウオーキング

ボルダリング体験

ノルディックウオーキング

紅葉たたき染め
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生涯学習
大町公民館

常盤公民館

スポーツ吹矢講座
～スポーツ吹矢初めてみませんか～
　腹式呼吸を積極的に使うことでさまざまな健康効果が

期待でき、体調維持や精神力・集中力を高めます。性別・

年齢を問わずゲーム感覚で楽しめるスポーツ吹矢をこの

機会に初めてみませんか？

■日時　10月16日・23日、11月13日・20日　日曜日

全４回　午前10時～正午

■会場　大町公民館（文化会館）　視聴覚室

■対象・定員　市内にお住まいの初心者　先着15人

■講師　吉澤強さん（日本スポーツ吹矢協会公認指導員）

■費用　110円（マウスピース代）

■持ち物　タオル、飲み物、運動のできる服装でご参加

ください。

■申し込み　10月10日（月）までに、電話または直接、

大町公民館（文化会館）へ。

親子で楽しむ洋風クッキング
　プロのコツを教わりながら、親子でご家庭でも作れ

る少し本格的な洋風料理に挑戦します。メニューは「チ

キンオムライス」「野菜のスープ」「りんごのデザート」

の３品です。みんなで楽しく試食もします。

■日時　10月30日（日）　午前10時～正午

■会場　大町公民館（文化会館）　料理実習室

■対象・定員　市内にお住まいの小学生以上と保護者

先着８組

■講師　山本久夫さん（フレンチシェフ）

■費用　1,000円（材料代）

■持ち物　エプロン、三角巾、持ち帰るための容器

■申し込み　10月７日（金）～20日（木）までに、電話

または直接、大町公民館（文化会館）へ。

初心者のための
デジタル一眼レフカメラ講座
　一眼レフのデジタル

カメラを買ったのに、

なかなか使いこなせず

にいませんか。カメラ

操作から写真撮影の基

本までを学び、郷土の

素晴らしい風景写真の

作品づくりを目指しま

す。参加無料です。

■日時

▽座学　11月11日・18日・25日、12月９日　金曜

日　全４回　午後７時30分～９時

▽実技　12月３日（土）　午前９時30分～11時30分

■会場　大町公民館（文化会館）　第１会議室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着８人

■講師　筑地広彰さん（西友プリントショップつき写

真店長）

■持ち物　デジタル一眼レフカメラ（ミラーレスカメ

ラなどレンズが交換できるカメラも可）

■申し込み　10月７日（金）～20日（木）までに、電話

または直接、大町公民館（文化会館）へ。

■問い合わせ　大町公民館（文化会館）

　℡・有線２２－９９８８

秋の味覚、新そばを楽しもう！
「そば打ち教室」

　
こねる・打つ・伸ばす・

切るの手順を学び、自分

でそばを打って食べます。

初心者でも気軽に参加で

きます。秋の味覚、新そ

ばを楽しみましょう！

■日時　10月19日（水）・20日（木）・26日（水）・

27日（木）　午後１時30分～４時　※１

回のみの参加も可能です。

■定員　各日先着10人

■講師　綿内邦彦さん（そば打ちサークルりんどう）

■費用　1,000円／回（５人前の材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、打ったそ

ばを持ち帰るための容器

■申し込み　10月13日（木）までに、電話または

直接、常盤公民館へ。

■会場・問い合わせ

　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

本場中国の餃子を学ぼう
　冷凍食品などでも手軽に食べられる餃子ですが、本場

中国の家庭の餃子を味わってみませんか。粉から皮を作

り、本格的な餃子に挑戦します。

■日時　10月25日（火）　午前９時～正午

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着16人

■講師　丸山辛歌さん（プチサロン辛歌・ビューティー

アドバイザー）

■費用　1,000円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾

■申し込み　10月６日（木）～13日（木）までに、電話ま

たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

サークル１日体験
「身体が目覚める太極拳講座」

　大町太極拳クラブでは、24式太極拳の基礎を学び、

足や腰を鍛える体験を行います。太極拳を使った介護法

も学べます。参加無料です。

■日時　11月16日・30日、12月７日・14日　水曜日

全４回　午後７時～９時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

■定員　先着20人

■講師　西山博典さん（大町太極拳クラブ常任講師）

■持ち物　上履き用運動靴　運動のできる服装でご参加

ください。

■申し込み　10月20日（木）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

サークル１日体験「茶道（表千家）」

　茶道「式部の会」では、１日サークル体験を行います。

茶室で日本の文化に触れてみませんか。子どもから大人

までお気軽にご参加ください。参加無料です。

■日時　10月22日（土）　午前10時～正午

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　茶室

■定員　先着10人

■申し込み　10月20日（木）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

第29回　仁科の里　ピュアフェスタ

　女性未来館

ピュアの利用

サークルの皆

さ ん が、 ス

テージや展示

で日頃の活動

の成果を発表

します。茶道

体験コーナーや天ぷらそば（手打ち）などの軽食、お

楽しみサプライズもあります。大勢の皆さんのご来

場をお待ちしています。

■日時　11月13日（日）　午前10時～午後３時30

分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア

■内容

▽ステージ発表　１団体15分の発表をします。

第１部　午前10時５分～11時20分

第２部　午後０時30分～１時45分

▽抹茶体験コーナー　午前10時～午後１時30分

▽軽食コーナー　天ぷらそば引換券の販売は午前９

時30分～（そばとの引き換えは午前11時30分～）。

おやき、パンなども販売します。

■利用サークル作品展　11月13日（日）～15日（火）

午前８時30分～午後５時（13日は午前10

時開始、15日は午後３時まで）

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア

　℡・有線２２－０６９４



19 広報おおまち　2016.10

社公民館

総合体育館

文化財センター

山岳博物館

ストレッチ＆ヨガで体力Ｕｐ講座

　
ストレッチ、ヨガ、リズム体操を組み合わせた体力

向上プログラム。日頃の運動不足やメタボ解消、筋力

低下によるけが防止に取り組みませんか。参加無料です。

■日時　11月７日～12月12日　毎週木曜日　全６回

午前10時～11時30分

■対象・定員　おおむね40歳以上の人　先着30人

■講師　太田陽子さん（健康づくりトレーナー）

■持ち物　上履き用運動靴、ヨガマット（なければバ

スタオル）、タオル、飲み物　運動のできる

服装でご参加ください。

■申し込み　10月23日（日）までに、電話または直接、

社公民館へ。

■会場・問い合わせ　社公民館　℡・有線２２－０３７８

親子ふれあいスポーツ教室

　
親子で一緒にさま

ざまなスポーツをす

ることで、運動の楽

しさを感じ、冬場の

運動不足の解消、親

子のコミュニケーションを図ります。

■日時　11月11日～12月16日　毎週金曜日　全６

回　午後７時～９時

■会場　仁科台中学校　体育館　※11月11日は第一

中学校　体育館

■対象・定員　市内にお住まいの小・中学生と保護者

先着25組（１組で小・中学生複数人の参加も

できます）

■講師　市スポーツ推進委員、市体育課職員など

■費用　大人900円／人、小・中学生800円／人（保

険料）

■持ち物　上履き用運動靴、タオル、飲み物、着替え

運動のできる服装でご参加ください。

■申し込み　10月31日（月）までに、費用を添えて直

接、総合体育館へ。

■その他　けがをした場合は、スポーツ安全保険で対

応します。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第４回　大北の民家を歩く

　
国の重要文化財・旧中村家住宅と重要伝統的建造

物群保存地区・白馬村青
あお

鬼
に

集落を巡り、大北地域の

民家を見学します。参加無料です。

■日時　10月８日（土）　午後１時～４時

■行程　大町図書館駐車場集合13：00（乗用車乗

合）→旧中村家住宅見学→白馬村青鬼集落

→大町図書館駐車場解散16：00

■定員　先着18人

■申し込み　10月７日（金）までに、電話または直

接、文化財センターへ。

■問い合わせ　文化財センター

　℡・有線２３－４７６０

山岳博物館・友の会共催事業
「山の歴史ウオーキング体感！
 山岳文化都市おおまち ―木崎湖編―」

　
風光明

めい

媚
び

な里山に囲まれた木崎湖。湖や山々から

の恵みを受けて育まれた歴史や文化が今も史跡など

に残されています。湖の周囲約８．５㎞を歩いて回

り、自然の豊かさや歴史の魅力を体感します。

■日時　10月30日（日）　午前９時～午後３時

※雨天順延

■行程　木崎夏期大学北側駐車場集合9：00→西

丸震哉記念館→あべっと祠→海の口アカ

マツ→中部農具川（カワシンジュガイ）→

上諏訪神社（銅戈・ヒカリゴケ）→森城址

（昼食）→木崎湖温泉→木崎夏期大学解散

15：00

■定員　先着20人

■費用　一般500円（保険代）　※友の会会員は無料

■持ち物　昼食、飲み物、雨具、筆記用具

■申し込み　10月13日（木）までに、電話、ファク

スまたは直接、山岳博物館へ。（ファクス

の場合は、住所、氏名、電話番号を記載）

■問い合わせ　山岳博物館

　℡・有線２２－０２１１　FAX ２１－２１３３
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生涯学習
児童センター

陶芸教室

　
「陶芸の家」では、陶芸教室を開催します。日頃、体験する

機会が少ない「陶芸」を通して創作意欲を膨らませ、幅広い世

代の人と交流を深めましょう。当日は「陶芸の家」の会員が指導

しますので、初めての人もお気軽にご参加ください。

■日時

▽開講式・造形作業　11月12日（土）・13日（日）のいずれか

１日　午前９時～正午

▽作品完成・鑑賞会・閉講式　12月10日（土）　午前10時～11時

■会場　陶芸の家（東町　中央保健センター南隣）

■対象・定員　市内にお住まいで、造形作業・鑑賞会に出席できる人　※小学生以下は保護者同伴　各日先着30人

■費用　500円／人（材料費、保険料）

■申し込み　10月28日（金）までに、電話または直接、福祉課高齢者・介護保険係へ。

■問い合わせ　福祉課高齢者・介護保険係　℡ 市 内線４７４

親子運動あそび
　親子で体を動かして楽しく遊びながら、年齢に

応じた体力や筋力をつけましょう。参加無料です。

■日時　10月25日（火）　午前10時

■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護

者　先着20組

■持ち物　水筒、タオル

■申し込み　10月17日（月）までに、電話または

直接、児童センターへ。

ハッピー・ハロウィン
英語であそぼう

　「トリック　オア　トリート！」ハロウィンイベ

ントを親子で楽しみましょう。リズム遊びや絵本

も英語で楽しみます。参加無料です。

■日時　10月31日（月）　午前10時

■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護

者　先着30組

■申し込み　10月24日（月）までに、電話または

直接、児童センターへ。

ぱぱ ’ｓ　Ｒｏｏｍ
メモリープレート作り
　家族写真と押し花を使ってフォトプ

レートをお父さんとお子さんで一緒に作

ります。参加無料です。

■日時　10月22日（土）　午前10時

■対象・定員　市内にお住まいの未就学児と保護者　先着

10組

■持ち物　子ども、親子、家族の写真３枚（Ｌ判でプリン

トしたもの）

■申し込み　10月15日（土）までに、電話または直接、児

童センターへ。

ぱぱ’s　Ｒｏｏｍ
父親によるコンサート

　お父さんたちでつくる「伊那パパ’s 絵本プロジェクト」に

よる絵本読み聞かせコンサートです。お父さんや家族でご

鑑賞ください。参加無料です。

■日時　11月３日（木）　午前10時

■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と家族　先着

60人

■申し込み　10月25日（火）までに、電話または直接、児

童センターへ。

■会場・問い合わせ　児童センター

　℡・有線２２－０７４１
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『大町市のヌマカイメン』
（市有形文化財）

　市内では、中綱湖を中心にヌマカイメンが生息

しています。ヌマカイメンとは、河川や湖沼など

の淡水にすむカイメンで、一見すると植物のよう

ですが、動物です。緑色のニョロニョロとした形

は、多数の細胞が集まって多
た

孔
こう

質
しつ

の骨格繊維を作

ったもので、表皮に開いている小
しょうこう

孔から水を取り

入れプランクトンや有機物を食べています。緑色

は体内に共生している緑色単細胞藻類によるもの

で、ヌマカイメン自身の色ではありません。水温

が低下する初冬になると、ニョロニョロの姿が崩

れ、寒さに耐えるために球状の小さな集団（芽
がきゅう

球）

を作って冬を越し、初夏ころから新しい海綿体を

形成するというライフサイクルを持っています。

　緩やかな流れ・良好な水質・豊かなプランクト

ンを必要とする動物で、環境の変化に弱く、戦前

までは仁科三湖全域に生息していたといわれます

が、昭和30年代に木崎湖・青木湖で絶滅し、中

綱湖だけでみられるようになりました。その後、

農薬や生活排水などによる汚染で減少し、絶滅寸

前になりましたが、保護のために対策が行われ、

現在でも生息が確認されています。

　長野県絶滅危惧Ⅰ類（県内で絶滅の危機にひん

している種）に指定されています。

　ことしは成長も良く、中綱湖の中湖橋の下で、

簡単に観察することができます。触らないように

そっとヌマカイメン達の様子を見守ってみてくだ

さい。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 102 常盤地区　男女共同参画学習会

　
きらり会の朗読劇や、楽しい落語を通じて、仕事

や家事・育児など、日常生活における男女共同参画

について一緒に考えてみませんか。申し込み不要、

参加無料です。

■日時　10月22日（土）　午前10時～11時30分

■会場　常盤公民館　講堂

■内容・出演

▽第１部　朗読劇「今どきの桃太郎」　きらり会

▽第２部　落語　まつかわ落語会風まんだら

■持ち物　筆記用具

■問い合わせ　まちづくり交流課男女共同参画・人

権政策担当　℡ 市 内線５２５

長野県民手話講座（入門編）

　
県では、聴覚障がいや手話に対する理解と手話の

普及を図るため講座を開催します。あいさつや簡単

な日常会話の手話単語を学ぶほか、手話の歴史や聴

覚障がい者についても学びます。参加無料です。

■期日・会場

▽ 10月28日（金）　白馬村保健福祉ふれあいセンター

▽11月25日（金）　大町市総合福祉センター

▽29年１月27日（金）　大町市総合福祉センター

▽29年２月24日（金）　松川村多目的交流センター

「すずの音ホール」　※各回とも内容は同じです。

■時間　午後１時30分～３時30分

■対象・定員　高校生以上の人　各日先着20人

■申し込み　福祉課福祉係、市社会福祉協議会にある

参加申込書に必要事項を記入の上、ファクス

または郵送で、大町保健福祉事務所福祉課へ。

■問い合わせ

大町保健福祉事務所福祉課福祉係

〒398-8602　大町市大町1058-2　大町合同庁

舎内　℡２３－６５０８　FAX ２３－６５０９

大町市の文化財
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情報ステーション
nformationI

募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
大
新
田（
大
町
）＝
２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

▽
借
馬（
平
）＝
１
戸（
２
Ｋ
Ｂ
）

▽
西
原（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

10
月
３
日（
月
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、

Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
め
て
い
る
人
（
美
麻
地
区
の
住
宅

に
申
し
込
む
場
合
は
除
く
）
で
、
単
身

世
帯
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

所
得
が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合

う
人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は

禁
止
で
す
。
大
新
田
の
住
宅
１
戸
は
、

母
子
世
帯
が
優
先
で
す
。

■
申
し
込
み
　
10
月
14
日（
金
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

定
住
促
進
住
宅
入
居
者

「
明
野
集
合
団
地
」「
湯
の
海
団
地
」

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
を
推
進
す

ガ
ス
給
湯
器
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
な
ど

■
入
居
の
条
件
　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
所
得
が
一
定

額
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
家
賃

▽
明
野
集
合
団
地
　
３
万
１
０
０
０
円

（
減
額
制
度
あ
り
）

▽
湯
の
海
団
地
　
１
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み
　
10
月
３
日（
月
）～
31
日

（
月
）ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
、
郵
送

（
当
日
必
着
）
ま
た
は
直
接
、
市
八
坂
・

美
麻
支
所
産
業
建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
八

坂
・
美
麻
支
所
産
業
建
設
係
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

■
入
居
決
定
日
　
11
月
中
旬

※
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期
　
入
居
可
能
日
か
ら
30

日
以
内

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
八
坂
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

る
た
め
、
次
の
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅

▽
明
野
集
合
団
地
＝
１
戸

▽
湯
の
海か
い

団
地
＝
１
戸

■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地

【
明
野
集
合
団
地
】

大
町
市
八
坂
７
０
４

－

３（
明
野
）

【
湯
の
海
団
地
】

大
町
市
美
麻
１
１
２
７
２

－

１（
二
重
）

▽
建
設
年
度

【
明
野
集
合
団
地
】平
成
11
年
度

【
湯
の
海
団
地
】
昭
和
51
年
度
（
平
成
25

年
度
に
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
）

▽
構
造

【
明
野
集
合
団
地
】低
層
耐
火
構
造
２
階

建
て（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

【
湯
の
海
団
地
】
木
造
平
屋
建
て
（
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

▽
建
築
延
べ
床
面
積

【
明
野
集
合
団
地
】約
60
㎡（
約
18
坪
）

【
湯
の
海
団
地
】約
60
㎡（
約
18
坪
）

▽
設
備
状
況

【
明
野
集
合
団
地
】

シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ

ン
、
電
気
給
湯
器
、

暖
房
便
座
ト
イ
レ
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、

テ
ラ
ス
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
２
台
な
ど

【
湯
の
海
団
地
】
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、 明野集合団地

【広告】
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職
人
さ
ん
を
褒
賞

技
能
功
労
者
の
推
薦
を

　
市
で
は
、
11
月
23
日
「
勤
労
感
謝
の

日
」
に
褒
賞
す
る
技
能
功
労
者
を
募
集

し
ま
す
。
技
能
功
労
者
と
し
て
功
績
の

あ
っ
た
人
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
今
後
も

継
承
者
の
育
成
な
ど
に
活
躍
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

■
対
象
　
大
工
、
石
匠
、
畳
師
、
板
金

工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
、
調
理
師
、
美

容
師
な
ど
の
技
術
職
で
、
経
験
が
お
お

む
ね
30
年
以
上
、
年
齢
60
歳
以
上
で
指

導
的
立
場
の
人

■
推
薦
方
法
　
各
職
種
の
団
体
に
所
属

し
て
い
る
人
は
、
団
体
か
ら
の
推
薦
、

各
職
種
の
団
体
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
自
治
会
や
関
係
者
が
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。
10
月
14
日（
金
）ま
で
に
、
商

工
労
政
課
商
業
労
政
係
に
あ
る
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
商
工
労
政

課
商
業
労
政
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

雪
か
き
支
援
員

　
市
で
は
、
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
を

支
援
す
る
た
め
、
生
活
支
援
員
と
し
て

高
齢
者
世
帯
の
雪
か
き
を
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
有
償
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

■
報
酬
　
30
分
ご
と
に
５
０
０
円

※
除
雪
機
使
用
の
場
合
は
、
30
分
ご
と

に
５
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直
接
、
福

祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
へ
。

■
そ
の
他
　
11
月
中
旬
に
、
支
援
員
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
通
知
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
１
６
・
４
７
４

男
女
共
同
参
画

視
察
研
修
参
加
者

　
市
で
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
市
民
の
参
加
を
促
進
し
、
一

人
一
人
が
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意

識
の
向
上
や
、
身
近
な
部
分
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日
　
11
月
13
日（
日
）～
14
日（
月
）

■
会
場
　
三
重
県
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

■
内
容
　
伊
勢
市
視
察
、
活
動
団
体
と

の
情
報
交
換

■
定
員
　
先
着
25
人

■
費
用
　
２
万
４
０
０
０
円
　
※
ホ
テ

ル
宿
泊
代
（
１
泊
２
日
夕
食
・
朝
食
付

き
）な
ど

■
交
通
手
段
　
市
バ
ス
を
利
用

■
申
し
込
み
　
10
月
20
日（
木
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
男
女
共
同
参
画
・

人
権
政
策
担
当
へ
。

■
そ
の
他
　
行
程
な
ど
詳
細
は
、
申
込

者
に
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
　

℡
市
内
線
５
２
５

市
霊
園
使
用
者

　
市
で
は
、
市
霊
園
の
永
代
使
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
画
　
29
区
画
（
永
代
使
用
料

15
万
円
が
18
区
画
、
27
万
円
が
８
区
画
、

30
万
円
が
３
区
画
）

■
応
募
条
件
　
市
内
に
本
籍
ま
た
は
住

所
が
あ
る
人
（
市
内
に
住
所
が
な
い
人

は
、
聖
地
管
理
人
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）　
※
す
で
に
市
霊
園
に
使
用

聖
地
が
あ
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
　
10
月
28
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で
に
、
印
鑑
、
住
民
票
（
本
籍

が
記
載
さ
れ
て
い
る
物
）を
持
参
の
上
、

直
接
、
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
へ
。

遺
骨
を
お
持
ち
の
人
は
、
火
葬
許
可
証

ま
た
は
墓
地
管
理
者
の
証
明
を
併
せ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
時
に
希
望
金
額
を
お
聞
き

し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。（「
15
万
円
の
み
」「
27
万
円

以
下
」「
い
ず
れ
で
も
良
い
」
の
い
ず
れ

か
）

※
「
い
ず
れ
で
も
良
い
」
→
「
27
万
円
以

下
」
→
「
15
万
円
の
み
」
の
順
に
抽
選
し

ま
す
。
希
望
金
額
の
申
し
込
み
状
況
に

よ
り
、
抽
選
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
該
当
者
に
は
、
申
し
込
み
締
め

切
り
後
に
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
抽
選
会
　
11
月
７
日（
月
）　
午
後
３

時
　
市
役
所
西
庁
舎
　
２
階
　
西
第
１

会
議
室

■
費
用
　
永
代
使
用
料
と
清
掃
手
数
料

（
年
間
２
４
０
０
円
）が
必
要
で
す
。
永

代
使
用
料
は
区
画
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。（
15
万
円
、
27
万
円
、
30
万
円
）

■
費
用
の
納
入
期
限
　
11
月
25
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２ 

昨年の様子（静岡県磐田市）
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情報ステーション
nformationI

お
知
ら
せ

信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

市
役
所
で
も
申
請
受
付
を
開
始

　
広
報
お
お
ま
ち
６
月
号
に
掲
載
し
た

「
信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
」

の
申
請
の
受
付
を
、
10
月
１
日
か
ら
市

で
も
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る「
障
が
い
者
等
用
駐

車
場
区
画
」を
適
正
に
ご
利
用
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
障
が
い
者
や
高
齢
者
、
妊
産

婦
な
ど
移
動
に
配
慮
を
要
す
る
人
に
県

が
県
内
共
通
の「
利
用
証
」を
発
行
し
ま
す
。

■
申
請
方
法
　
必
要
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
、
福
祉
課
、
市
八
坂
・
美
麻
支
所
へ
。

■
必
要
書
類

▽
交
付
申
請
書（
福
祉
課
、
市
八
坂
・
美
麻
支

所
、
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
な
ど
に
あ
り
ま

す
。県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）

▽
障
が
い
等
が
分
か
る
書
類
の
写
し（
障
害
者

手
帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
母
子
健
康

手
帳
な
ど
。交
付
対
象
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

▽
福
祉
課
福
祉
係
　
℡
市
内
線
４
１
２

▽
市
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

平
成
31
年

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が

中
信
地
区
で
開
催
決
定

　
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
都
市
緑

化
意
識
の
高
揚
、
都
市
緑
化
に
関
す
る

知
識
の
普
及
な
ど
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

緑
豊
か
な
潤
い
あ
る
都
市
づ
く
り
に
寄

与
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
が
提
唱
し
、

昭
和
58
年
か
ら
毎
年
、
全
国
各
地
で
開

催
し
て
い
る
花
と
緑
の
祭
典
で
す
。

　
長
野
県
と
松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇

野
市
、
大
町
市
の
中
信
４
市
が
誘
致
し

「
第
36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
」

を
中
信
地
区
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

■
期
日
　
平
成
31
年
４
月
中
旬
～
６
月

中
旬

■
会
場
　

▽
メ
イ
ン
会
場
　【
松
本
・
塩
尻
会
場
】

長
野
県
松
本
平
広
域
公
園

▽
サ
ブ
会
場
　【
安
曇
野
会
場
】国
営
ア

ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
堀
金
・
穂
高

地
区
）、
長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地

【
大
町
会
場
】国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）

■
問
い
合
わ
せ

▽
建
設
課
計
画
係
　
℡
市
内
線
６
９
１

▽
長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課
全
国

都
市
緑
化
フ
ェ
ア
準
備
係

℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
４
９

市
臨
時
職
員

　
市
で
は
、
次
の
職
種
で
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
内
の
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
が
可
能
な
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～
午
後

４
時

※
学
校
に
よ
り
前
後
し
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

■
賃
金
　
日
額
５
４
５
０
円

■
採
用
　
採
用
決
定
後
、
直
ち
に
雇
用

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ
り
通

勤
手
当
を
支
給（
２
㎞
以
上
）。
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
、
学
校
教
育
課
庶
務
係
へ
。

■
採
用
試
験
　
面
接
を
行
い
ま
す
。
日

程
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
も
募
集

を
し
て
い
る
た
め
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
庶
務
係

℡
市
内
線
６
１
１

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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司
法
書
士
に
よ
る「
そ
の
請
求

に
困
っ
た
ら
」無
料
相
談
会

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
「
昔
の
借

金
を
請
求
さ
れ
た
」「
就
職
で
き
ず
奨
学

金
の
支
払
い
が
で
き
な
い
」
な
ど
、
金

銭
の
支
払
い
の
対
応
で
お
困
り
の
人
を

対
象
に
し
た
面
接
、
電
話
で
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
面
接
無
料
相
談
会

▽
日
時
　
10
月
29
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
５
時

▽
会
場
　
長
野
県
司
法
書
士
会
館
（
長

野
市
）

▽
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
長
野
県

司
法
書
士
会
へ
。

※
当
日
、
申
し
込
み
が
な
く
て
も
受
付

ま
す
が
、
申
込
者
が
優
先
で
す
。

■
電
話
無
料
相
談

▽
日
時
　
10
月
29
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
５
時
　

▽
専
用
電
話
番
号

℡
０
１
２
０
・
４
４
８
・
７
８
８

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談

　
松
本
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約
制
に

よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
日
時

▽
月
曜
日（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

▽
火
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時

▽
毎
月
第
２
土
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時

■
申
し
込
み
　
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
ま
た
は
直

接
、
松
本
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
へ
。

※
申
込
時
に
、
本
人
・
配
偶
者
の
氏
名
、

基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

■
持
ち
物
　
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
）、
年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
、

免
許
証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

松
本
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
２

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識

を
高
め
る
た
め
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
視
覚
障
害
に
よ
り
20
年
来
、

盲
導
犬
と
共
に
暮
ら
す
、
盲
導
犬
ユ
ー

ザ
ー
と
支
援
者
の
会
の
お
話
で
す
。
申

し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

■
日
時
　
10
月
12
日（
水
）　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

■
会
場
　
南
小
学
校
　
体
育
館

■
内
容

▽
児
童
意
見
発
表

▽
講
演
会

【
演
題
】目
の
見
え
な
い
人
と
盲
導
犬

～
目
の
見
え
な
い
人
の
生
活
と
盲
導
犬

に
つ
い
て
～

【
講
師
】
前
野
弘
美
さ
ん
（
長
野
県
ハ
ー

ネ
ス
の
会
会
長
）

■
そ
の
他
　
託
児
あ
り
ま
す
。
10
月
３

日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３

西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
児
童
の
学
校
教
育
充
実
や
活
動
な
ど

の
支
援
を
目
的
に
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
14
日（
金
）　
午
後
３
時

45
分
～
４
時
30
分

■
会
場
　
西
小
学
校
　
体
育
館

■
持
ち
物
　
上
履
き
、
買
い
物
袋

■
バ
ザ
ー
用
品
提
供
受
付
　
農
産
物
、

食
料
品
、
手
作
り
品
、
日
用
雑
貨
、
学
用

品
、
衣
類（
新
品
の
み
）な
ど
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
西
小
学
校
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
西
小
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
０
０
１
９

南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
児
童
の
学
校
教
育
充
実
や
活
動
な
ど

の
支
援
を
目
的
に
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
も
募
集
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
29
日（
土
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

■
会
場
　
南
小
学
校
　
体
育
館

■
持
ち
物
　
上
履
き
、
買
い
物
袋

■
バ
ザ
ー
用
品
提
供
受
付

▽
受
付
日
時
　
10
月
26
日（
水
）～
29
日

（
土
）　
午
前
７
時
30
分
～
８
時
10
分
ま

た
は
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

※
29
日
は
、
午
前
の
み

▽
受
付
会
場
　
南
小
学
校
　
体
育
館
東

側
入
り
口

■
そ
の
他
　
農
産
物
、
食
料
品
（
わ
れ

せ
ん
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
）、
衣
類
、

文
具
、
日
用
雑
貨
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
も
開
催
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
南
小
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
０
５
２
１
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　桜田スタジオ〜きらり☆大町人〜
　市内でオカリナ演奏
やオカリナ製作を教え
る宮沢いづみさんをご
紹介します。オカリナ
との出会いや魅力につ
いてお聞きします。

 放送日  ……… 16日（日）、23日（日）　午後8：45

　ＪＡタイム～生活ワン・ポイント～
　ＪＡ大北ふれあい課生活相談員の柳澤まゆみさ
んから、生活にすぐに生かせる便利な技や知恵を
ご紹介していただきます。

 放送日  ……… 18日（火）、28日（金）　午後8：45

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊八坂地区ふれあい運動会………… １日〜９日
＊西小学校　運動会………………… ３日〜16日
＊東小学校　運動会………………… 10日〜23日
＊南小学校　運動会………………… 17日〜23日
＊どんぐり保育園　運動会………… 24日〜30日
＊こまくさ幼稚園　運動会………… 24日〜30日
＊りんどう幼稚園　運動会………… 24日〜30日
＊あすなろ保育園　運動会………………… 31日
＊かえで保育園　運動会…………………… 31日
＊大町幼稚園　運動会……………………… 31日

シャイニング・キッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10:00

＊第一中学校　一中リレー　ほか

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

図書館だより
－新着図書（一般向け）－　

暗幕のゲルニカ［日本の小説］�� 原田マハ／著

コンビニ人間［日本の小説］��� 村田沙耶香／著

ほんとうに危ない スポーツ脳振盪［スポーツ医学］
����������������� 谷諭／著

ニッポンを解剖する！　東京図鑑［紀行・案内記］
��������� JTBパブリッシング／出版

子どもとイベントで使える　カブリモノ紙工作
［ペーパークラフト］���� チャッピー岡本／著

立体妖怪図鑑 モノノケハイ［日本の伝説］
���������� 兵庫県立歴史博物館／編

体にいい時短おかず　忙しい人のための簡単＆
安心レシピ［料理］�������� 武蔵裕子／著

地震イツモマニュアル［防災］��������
　地震イツモプロジェクト／編　寄藤文平／絵

NPO法人プラス・アーツ／監修

－新着図書（子ども向け）－

ママのスマホになりたい［日本の絵本］
���������������� のぶみ／作

くらべた・しらべた　ひみつのゴキブリ図鑑
［自然科学］���������� 盛口満／絵・文

アマミホシゾラフグ　海のミステリーサークル
のなぞ［自然］����������������
江口絵理／文　大方洋二／写真　友永たろ／絵

ひらがないろは　文字と色が学べる楽しい絵本
［日本の絵本］��東京学芸大学文字絵本研究会／編

チャレンジミッケ！のひみつ［外国の絵本］
�� ウォルター・ウィック／作　糸井重里／訳

ウルトラマン大図鑑デラックス［テレビ・アニ
メ・映画］���������� ポプラ社／出版

１ねんきせつの　こうさくあそび［工作］
����������� まるばやしさわこ／著

－今月の推薦図書－

松本城、起つ
六冬和生／著　早川書房
　貧困と圧政に耐え、人のため
に頑張り、それでも死ななきゃ
いけないのか？　1686年の松
本藩へタイムスリップしてし
まった現代の大学生が、一揆の首謀者として処
刑される農民たちを救うために奔走する物語。
史実を基にした、感動の話題作。

夢にめざめる世界
ロブ・ゴンサルヴェス／作
金原瑞人／訳　ほるぷ出版
　ここは海？　それとも空？
想像力にあふれたイラスト
に画家本人が文章を添え、
見るものを奇妙な世界へ誘
い込む。人気のだまし絵絵本最新作。

－今月の催し－

おはなしの森��� １日（土）　午前10時30分
おいで　えほんのおへや� 11日（火） 午前11時
おりがみ教室������� 20日（木） 午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

● ケーブルテレビ10月の番組から ●

● 有線放送10月の番組から ●
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10月

室 編
集

無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

１日（土）
13:00〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
８日・22日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

11日（火）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

11日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=塩野悠子弁護士 （次回は11月8日　勝野照章弁護士）

行 政

26日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

26日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

26日（水）
9:00〜12:00 美麻公民館

年 金 20日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

20日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

13日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52527日（木）

9:00〜12:00

育 児
７日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故
（要予約）

27日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
（要予約）

３日・24日
月曜日

13:00〜16:00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

３日・24日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 20日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

不用品交換コーナー
●譲ります

▽ソファーベッド（10年使用）��������  無料

▽オイルヒーター（約５〜６年使用、100V、２kW）
　�������������������� 無料

▽こたつ用掛布団（約10日使用、W200・L260㎝）
　�������������������� 無料

▽こたつ用敷布団（約10日使用、W250・L190㎝）
　�������������������� 無料

▽こたつ用上掛けカバー（約10日使用）����  無料

●譲ってください

▽囲碁盤　 ▽碁石　 ▽大人用自転車　 ▽ノートパソコン

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってく
ださい。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立する
ことがあります。ご了承ください。
　市のホームページにも随時情報を載せていますの
で、ご覧ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３
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＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,551（－ 47） 転入 61

男 13,872（－ 16） 転出 84

女 14,679（－ 31） 出生 12

世帯数 11,832（＋ 3） 死亡 36
※９月 1 日現在、（　）内は前月比

　
リ
オ
五
輪
で
は
ラ
ケ
ッ

ト
ケ
ー
ス
に
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
付
け
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
長
野
県

カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
を
選

ぶ
な
ど
、
い
つ
も
地
元
愛
を
表
し
て
く
れ
る

奥
原
希
望
さ
ん
。

　「
お
祝
い
の
会
」終
了
後
、
記
者
に
感
想

を
聞
か
れ「
皆
さ
ん
が
想
像
以
上
に
喜
ん
で

く
れ
て
、
五
輪
は
す
ご
い
大
会
で
、
と
て

も
幸
せ
な
こ
と
だ
と

思
っ
た
。
応
援
し
て

も
ら
っ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
を
伝
え
た
い
と

帰
っ
て
き
た
の
で
、
時

間
は
短
か
っ
た
け
ど

よ
か
っ
た
」と
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

有料相談（要予約）
法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 総合福祉センター

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）
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この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

10月
休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

  2日（日）

小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047

太田医院 池田町 ☎ 62-1010

横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

  9日（日）

平林医院 六九町 ☎ 22-2525

ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

10日（月）

横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371

若林医院 松川村 ☎ 62-2105

ＪＡ白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

16日（日）

野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085

松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151

神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

23日（日）

大町協立診療所 大新田町 ☎ 26-5200

吉村医院 松川村 ☎ 61-5666

小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

30日（日）

伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077

はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210

しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  2日（日） 岡江歯科医院 松川村 ☎ 62-9888

  9日（日） 砂田歯科医院 高見町 ☎ 22-0648

10日（月） 竹内歯科医院 池田町 ☎ 62-2151

16日（日） 武田歯科医院 白馬村 ☎ 72-8060

23日（日） 西澤歯科医院 幸　町 ☎ 22-5091

30日（日） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  2日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

  9日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

10日（月） いちご薬局 高見町 ☎ 21-3311

16日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

23日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

30日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30〜20:45

休 診 日 ２日㈰・９日㈰・10日㈪・16日㈰・23日㈰・30日㈰ ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　ゆるキャラグランプリ2016にエントリー中のおおまぴょん
に強い味方「おおまぴょん号」が登場しました。おおまぴょん号
は主に県外などのイベント時におおまぴょんやスタッフを運び、
ＰＲ活動に弾みを付けます。
　高速道路やイベント会場で目に留まるようなインパクトと、
写真に撮ってFacebookなどSNSに載せてもらえるようデザイ
ンしました。信濃大町の山と水をイメージした鮮やかなブルー
を基調に、車体右側面にはスノーボード姿、左側面には登山姿
のおおまぴょんを描いています。まちで見掛けたらぜひ写真を
撮って、多くの人に教えてあげてください。１日１回ゆるキャ
ラグランプリ投票もお願いします！

おおまぴょんに１日１回投票を!!　10月24日月まで
投票方法　ゆるキャラグランプリオフィシャルウェブサイト
　　http://www.yurugp.jp/
※ＰＣ・タブレット・スマートフォンはＩＤ登録が必要です。
　従来型の携帯電話はＩＤ登録の必要はありません。

「おおまぴょん号」デビュー！
ゆるキャラRグランプリ2016でさらに上位を目指す！

無料相談、有料相談は27ページに掲載しています

ゆるキャラグランプリ 検索

きらり★情報館


